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『生徒も教職員も一人ひとり輝ける学校』 

夢を持ち、夢を実現しよう！！ 

 OMB ～大宮武蔵野 ONE Team Project～ 

   大宮（O）武蔵野（M）部活動（B） 部活・学校行事、全員で大宮武蔵野高校を盛り上げよう！！ 

 

「できない」と言って動かなければ

何も変わらない。「できる」と信じて

前に踏み出そう！！ 

２か月で稲苗もこんなに成長しました。みんなも成長してるはず♪ 

２年７組 結城 葵 《女子バレーボール部》 

さいたま市立植水中学校出身 

 私たち女子バレーボール部は、２年生１名、１年生７名

で活動しています。３年生はいませんが、周りの友人、先

生方、家族に支えられ、県大会出場を果たすことが出来ま

した。県大会では自分達のレベルを知り、練習を頑張ろう

と思える試合となりました。 

 今後は「県大会１勝」を目標に、今あるチームの課題に

取り組んでいきたいです。応援、よろしくお願いします。 

小林 寛幸 教諭 （英語） 《バドミントン部》 

 今年度４月に大宮武蔵野高校に着任し、４か月が過ぎ、学校生

活や生徒の様子を振り返ってみると、生徒一人一人が目的を持っ

て行動したり、仲間と行動しその大切さを学ぶなど、生徒にとっ

て、中学生の時と比べ物にならないくらいの経験をしました。 

 中学校でできなかったことができるようになったことや高校生

から新しく挑戦する生徒も不安と闘いながらも自分を高められる

場でもあります。 

 その可能性を持っているのは生徒たち自身です。可能性の限界

を自ら突破しましょう！！ 

 

💛 次回は谷本教諭、お願いします！ 

３年３組 菅原 亜祐樹 《陸上競技部》 

さいたま市立大宮西中学校出身 

『可能性は無限大～県大会出場から得られたこと』 

 私は最後の学校総合体育大会埼玉県大会で１００ｍハード

ルに出場するにあたって「準決勝」に残ることを目標に日々

の練習に励みました。結果としては大幅自己ベストが出せた

ものの、準決勝ラインには達しませんでした。しかし、タイ

ムを短縮できたことは次のステップに向けて大きな自信に繋

がりました。 

 私は最初から能力があったわけではなく、県大会で戦える

ような選手ではありませんでした。そのような私が県大会に

出られるような選手に近づいたのは技術の向上はもちろん、

心の成長に多くの刺激を受けたからだと感じました。 
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野球部 7/14(日) 

第１０６回全国高等学校

野球選手権埼玉大会 


